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本
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

 

森
橋　

な
つ
み

大
阪
市
立
美
術
館
で
は
、
毎
年
、
将
来
学
芸
員
を
は
じ
め
美
術
館
に
関
わ
る

仕
事
に
就
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
人
材
の
育
成
と
当
館
の
活

動
を
よ
り
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
参
加
者
（
研
修
生
）
を
若
干
名
受
け
入
れ
て
い
る
。
対
象
は
大
学
院
在
学
中
も

し
く
は
修
了
者
で
、
美
術
史
や
美
術
・
文
化
に
関
連
す
る
分
野
を
専
攻
す
る
者
、

ま
た
は
同
程
度
の
能
力
・
経
験
を
有
す
る
者
と
し
て
お
り
、
毎
年
、
受
け
入
れ

を
担
当
す
る
学
芸
員
に
よ
っ
て
内
容
は
多
少
変
化
す
る
が
、
お
お
む
ね
展
覧
会

準
備
な
ど
の
基
本
的
な
学
芸
業
務
に
補
佐
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

本
年
度
は
弓
野
（
中
国
書
法
）・
森
橋
（
中
国
絵
画
）
が
担
当
し
、
中
国
書
画

を
中
心
と
し
た
内
容
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
波
瀬
山
祥
子
氏
（
大
阪
大
学
大
学

院
）、
永
谷
か
の
こ
氏
（
同
上
）
の
二
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

両
氏
は
学
芸
員
と
し
て
の
仕
事
は
勿
論
、
大
学
院
で
江
戸
絵
画
を
専
攻
す
る
中

で
、
中
国
書
画
に
も
関
心
を
向
け
ら
れ
て
い
る
。

五
月
よ
り
毎
月
数
回
程
度
来
館
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
館
蔵
・
寄
託
品
に

よ
っ
て
企
画
し
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
展
示
・
撤
収
作
業
や
阿
部
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
中
国
書
画
の
基
礎
調
査
・
写
真
撮
影
な
ど
を
補
佐
し

て
、
作
品
の
取
り
扱
い
や
展
示
の
手
法
な
ど
、
学
芸
業
務
の
基
本
と
な
る
仕
事

を
経
験
し
て
も
ら
い
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を

ひ
と
つ
、
企
画
か
ら
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
。「
書
画
に
あ
そ
ぶ
」（
平
成
二
十

九
年
十
月
十
四
日
〜
十
一
月
二
十
六
日
）
と
し
て
開
催
し
た
展
覧
会
で
は
、
作

品
を
掛
け
並
べ
な
が
ら
二
氏
の
目
を
通
し
て
選
定
を
お
こ
な
い
（
担
当
学
芸
員

の
思
惑
も
少
々
含
み
な
が
ら
）、
タ
イ
ト
ル
決
定
、
リ
ス
ト
作
成
、
解
説
執
筆

な
ど
の
準
備
に
始
ま
り
、
当
日
の
展
示
作
業
か
ら
閉
幕
後
の
撤
収
に
至
る
ま
で
、

一
通
り
主
体
的
に
取
り
仕
切
っ
て
い
た
だ
い
た
。
両
氏
と
も
大
変
熱
心
に
取
り

組
ま
れ
、
ま
た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
業
を
楽
し
む
ゆ
と
り
も
持
っ
て
い
て
、
と

て
も
良
い
企
画
と
な
っ
た
と
思
う
。
展
覧
会
後
は
、
次
年
度
の
展
示
に
向
け
た

基
本
調
査
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
の
前
文
に
つ
づ
き
、両
氏
の
所
感
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
、若
干
の
記
録
写
真

と
「
書
画
に
あ
そ
ぶ
」
展
の
リ
ス
ト
を
添
え
て
本
事
業
の
報
告
と
し
た
い
。一
年

と
い
う
期
間
は
思
い
の
ほ
か
短
い
も
の
で
、息
の
合
っ
て
き
た
頃
に
終
了
し
て
し

〈
事
業
報
告
〉大平

成
二
十
九
年
度

阪
市
立
美
術
館
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
報
告
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ま
う
の
は
、
幾
分
名
残
惜
し
い
。
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
は
美
術
館
と
参
加

者
の
両
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
活
動
と
な
る
べ
く
あ
る
が
、今
年
度
の
活
動
が
両

氏
の
前
途
に
多
少
な
り
実
り
あ
る
も
の
と
し
て
活
き
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

 

（
大
阪
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

書
画
に
あ
そ
ん
だ
十
一
ヶ
月

 

波
瀬
山　

祥
子

イ
ン
タ
ー
ン
を
終
え
て
、
昨
年
よ
り
成
長
し
た
、
と
い
う
よ
り
作
品
を
見
る

こ
と
を
純
粋
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
す
る
。
中
国
美
術
を
学
ぶ
機
会

が
大
学
で
は
少
な
か
っ
た
た
め
、
毎
回
知
ら
な
い
画
家
や
作
品
に
出
会
う
の
が

新
鮮
で
勉
強
に
な
っ
た
。
作
品
を
数
十
セ
ン
チ
の
距
離
で
見
る
、
巻
い
た
り
広

げ
た
り
、
運
ん
だ
り
、
と
い
う
経
験
の
積
み
重
ね
で
、
作
品
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
積
極
的
に
調
査
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で
、

作
品
に
対
す
る
敬
意
と
責
任
感
を
培
う
こ
と
も
で
き
た
。

秋
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
書
画
に
あ
そ
ぶ
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
メ
イ
ン
で

や
ら
せ
て
頂
い
た
。
作
品
を
限
ら
れ
た
空
間
に
ど
う
展
示
す
れ
ば
よ
い
か
、
学

芸
員
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
考
え
を
練
っ
た
。
ま
た
、
中
国
美

術
に
馴
染
み
が
な
い
人
に
も
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
に
は
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
付
け
る
こ
と
に
し
、
永
谷
さ
ん
と
「
ち
ょ
っ
と
ふ

ざ
け
過
ぎ
か
な
」
な
ど
と
、
奔
放
に
意
見
を
言
い
合
う
の
が
楽
し
か
っ
た
。
今

振
り
返
れ
ば
、
鑑
賞
者
に
見
や
す
い
展
示
を
、
と
言
い
な
が
ら
自
分
た
ち
が
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。
だ
が
、
展
示
室
に
は
、
じ
っ

く
り
見
て
く
れ
る
貴
重
な
人
の
姿
も
あ
り
、
後
日
「
よ
か
っ
た
よ
」
と
い
う
感

想
を
頂
い
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
正
直
、
展
示
室
は
古
く
て
見
や

す
い
環
境
で
は
な
い
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
面
白
い
展
示
が
出
来
る
。
何

事
も
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
肝
心
だ
と
思
っ
た
。

四
月
か
ら
運
良
く
職
を
得
て
、
学
芸
員
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
作
品
整
理
か
ら
展
示
解
説
ま
で
精
一
杯
頑
張
ろ
う

と
思
う
。
困
難
な
こ
と
も
多
い
と
思
う
が
、
自
分
自
身
が
仕
事
を
楽
し
む
と
い

う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

 

（
大
阪
大
学
大
学
院
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て

 

永
谷　

か
の
こ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
弓
野
学
芸
課
長
、
森
橋
学
芸
員
の
ご
指
導
の

下
、
阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
中
国
書
画
の
調
査
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
の
企
画
、
展
示
作
業
等
に
携
わ
っ
た
。
日
本
の
近
世
絵
画
を
学
ぶ
私
に
と
っ

て
、
日
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国
の
書
画
に
触
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
学

芸
員
と
い
う
仕
事
の
一
端
に
関
わ
れ
た
こ
の
十
一
か
月
間
は
本
当
に
実
り
多
い

時
間
だ
っ
た
。

何
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
間
近
で
目
に
で
き
た
こ
と
は
、

何
に
も
代
え
が
た
い
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

秋
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
書
画
に
あ
そ
ぶ
」
に
関
わ
る
一
連
の
作
業
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
展
示
タ
イ
ト
ル
の
決
定
か
ら
作
品
の
選
定
、
解
説
執
筆
、
展
示
作
業
、

撤
収
作
業
ま
で
行
っ
た
。
作
品
の
選
定
と
配
置
の
決
定
で
は
、
実
際
に
作
品
を

並
べ
た
と
き
の
バ
ラ
ン
ス
や
印
象
が
う
ま
く
想
像
で
き
ず
苦
戦
し
た
。
ま
た
、

解
説
の
執
筆
で
は
、
誰
に
・
何
を
・
ど
の
よ
う
に
見
て
ほ
し
い
の
か
、
と
い
う
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こ
と
を
短
い
文
章
に
ま
と
め
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
展
示
の
完
成
形

を
思
い
描
き
な
が
ら
の
作
業
は
ど
れ
も
楽
し
く
、
時
間
を
忘
れ
て
取
り
組
ん
だ
。

展
示
作
業
に
お
い
て
は
、
作
品
の
配
置
は
も
ち
ろ
ん
、
作
品
の
高
さ
、
隣
り
合

う
作
品
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
照
明
の
色
、
明
る
さ
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
配
置
な
ど
、

些
細
に
思
え
る
様
々
な
こ
と
が
展
覧
会
の
雰
囲
気
や
見
易
さ
な
ど
に
関
わ
る
重

要
な
要
素
で
あ
る
と
実
感
し
た
。

今
回
、
美
術
館
に
お
け
る
様
々
な
仕
事
を
実
際
に
目
に
し
、
体
験
す
る
こ
と

で
、
一
来
館
者
と
し
て
美
術
館
を
訪
れ
る
だ
け
で
は
決
し
て
知
り
え
な
か
っ
た

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
十
一
か
月
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 

（
大
阪
大
学
大
学
院
）

「書画にあそぶ」展示会場風景
秋の展示であることから、中心に華嵒「秋声賦意図」を配し、そのとなりに文嘉

「琵琶行図」を掛けるなど作品の世界観や外観の調和を図り、来館者が楽しめるよ
う工夫した。

協力しながら展示作業にあたる波瀬山氏（奥）と永谷氏

「書画にあそぶ」展キャプション
基本的な情報を載せたキャプションのほかに、鑑
賞の助けとなるような親しみやすい内容の補助解
説を添えた。
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コレクション展� 2017年10月14日(土)-11月26日(日)　大阪市立美術館

書画にあそぶ �
◎＝重要文化財

作者 作品名 時代 所蔵

第一室

方従義　（1302-1393頃） 太白瀧湫図 元・至正20年（1360） 本館蔵（阿部コレクション）

沈周　　（1427-1509） 幽居図 明・天順８年（1464） 本館蔵（阿部コレクション）

金湜　　（生卒年不詳） 双鉤竹図 明・15世紀 本館蔵（阿部コレクション）

文嘉　　（1501-1582） 琵琶行図 明・隆慶３年（1569） 本館蔵（阿部コレクション）

徐渭　　（1521-1593） 拝孝陵詩意図 明・16世紀 本館蔵（阿部コレクション）

邢侗　　（1551-1612） 文石図 明・16-17世紀 本館蔵（阿部コレクション）

文従簡　（1574-1648） 江山平遠図 明・万暦42年（1614） 本館蔵（阿部コレクション）

邵弥　　（1592頃-1642） 雲山平遠図 明・崇禎13年（1640） 本館蔵（阿部コレクション）

劉度　　（生卒年不詳） 山水図（明人書画合璧冊のうち） 明末清初・17世紀 本館蔵（阿部コレクション）

楊文驄　（1597-1645） 林泉清集図冊（うち二面） 明・崇禎11年（1638） 本館蔵（阿部コレクション）

龔賢　　（1618頃-1689） 孤亭図（書画合璧冊のうち） 清・康煕22年（1683） 本館蔵（阿部コレクション）

顧大申　（生卒年不詳） 老松飛瀑図 清・康煕3年（1664） 本館蔵（阿部コレクション）

高其佩　（1660-1734） 花鳥画冊（うち二面） 清・康煕25年（1686） 本館蔵

華嵒　　（1682-1756） 秋声賦意図 清・乾隆20年（1755） 本館蔵（阿部コレクション）

李鱓　　（1686-1762） 墨竹図 清・18世紀 本館蔵

蔡嘉　　（1686-1779） 古木寒鴉図 清・乾隆21年（1756） 本館蔵（阿部コレクション）

銭杜　　（1763-1844） 虞山草堂歩月詩意図 清・嘉慶18年（1813） 本館蔵（阿部コレクション）

張熊　　（1803-1886） 花卉画冊（うち二面） 清・咸豊元年（1851） 本館蔵　

沈焯　　（生卒年不詳） 観蓮図 清・道光21年（1841） 本館蔵（阿部コレクション）

第二室

燕文貴　（967-1044） 江山楼観図 北宋・10-11世紀 本館蔵（阿部コレクション）

郭忠恕　（？ -977）款 明皇避暑宮図 元・14世紀 本館蔵（阿部コレクション）

趙佶　　（徽宗、1082-1135）款 晴麓横雲図 本館蔵（阿部コレクション）

作者未詳 秋江漁艇図 北宋末～南宋初期・12世紀 本館蔵（阿部コレクション）

米友仁　（1072-1151） 遠岫晴雲図 南宋・紹興4年（1134） 本館蔵（阿部コレクション）

伝 銭選　（1239-1301） 品茶図 明・15-16世紀 本館蔵（阿部コレクション）

戴進　　（1388-1462） 松岩蕭寺図 明・15世紀 本館蔵（阿部コレクション）

高其佩　（1660-1734） 天保九如図 清・康煕47年（1708） 本館蔵（阿部コレクション）

黄慎　　（1687-1770後） 仙子漁者図 清・18世紀 本館蔵（阿部コレクション）

王翬　　（1632-1717） 仿李営丘江山雪霽図 清・17-18世紀 本館蔵（阿部コレクション）

元禎墓誌 北魏・太和20年（496） 本館蔵（師古斎コレクション）

鄭道昭　（？ -516） 論経書詩 北魏・永平４年（511） 本館蔵（師古斎コレクション）

高慶碑 北魏・６世紀 本館蔵（師古斎コレクション）

蘇慈墓誌 隋・仁寿３年（603） 本館蔵（師古斎コレクション）

栖巌道場舎利塔碑 隋・仁寿４年（604） 本館蔵（師古斎コレクション）

褚遂良　（596-658） 雁塔聖教序 唐・永徽４年（653） 本館蔵（師古斎コレクション）

顔真卿　（709-785） 顔氏家廟碑 唐・建中元年（780） 本館蔵（師古斎コレクション）

◎ 米芾　　（1051-1107） 草書四帖 北宋・紹聖４年～元符２年（1097-1099） 本館蔵（武居巧氏寄贈）

米芾　　（1051-1107） 元日帖（三希堂法帖） 北宋・紹聖４年～元符２年（1097-1099） 本館蔵（松永暘石氏寄贈）　
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